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　地すべり発生の要因としての地下水の動きは、地層の変質・脆弱化の促進によるすべり面の形成、すべり面
に間隙水圧を発生させることなどが挙げられる。地すべり防止対策工においては、地下水の分布・経路・水質な
どの把握が、地下水排除工の選定、および効果にきわめて重要である。そこで、富山県、氷見市における地すべ
り地の地下水水質の比較検討（地域的、年代的）を行った。

その結果、次のことがわかった。
１）経年的に見て、代表成分濃度は高値を示す箇所が増加している。つまり地層中の成
　　分が地下水に溶出し、これが地層の脆弱化により地すべり発生の要因となる。
２）水質型は、昭和４７年は Na２SO4 型、昭和５７年は Na２SO4 型・ CaSO4 型、平成
　　１２年は NaHCO3 型・ CaSO4 型を示した。
　３）水質型の分布状況や HCO3-と Ca2+＋Mg2+との関係から地下水流動経路は
　　昭和４７年、５７年においてはほぼ一定で安定していたが、平成１２年においては
　　で不安定になっている。つまり昭和５７年から平成１２年の間で地層中に大きな
　　変化があったと考えられる。
４）調査地域においては標高が低くなるにつれて溶存酸素は減少していき、硫酸イオン、
　　アルカリ度は増加している。
５）サンプルにコロイド状の鉄が多く含まれることが分かり、このことは、SO42-濃度が
　　高い理由が硫化鉄の酸化によるものである可能性が大きい。
６）集水井のサンプルは、水平・鉛直ボーリング孔内水と比べて溶存成分濃度が１桁高
　　い。
７）δＤとδ１８Oの値は経年年変化により、変動する地点と変動を認めない地点があり、
   その違いは地下深部に存在する地下水帯の容量によって制限される可能性がある。
   つまり、帯水層が地下水を貯留する容量が大きい場合には、地表から降雨等によっ
   て水が供給されても水質の影響を受けにくいが、貯留する容量が小さい場合には、
   地表から降雨によって水質の変化を受け易くなる。


